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日 本 鱗 女 学会 第 23 回 大 会 一 般 講演 要旨 


講 演 日 和 51 年 (1976 年 ) 10 月 31 日 
会 場 大阪 市 立 自然 史 博 物 館 講堂 (大 阪 市 東住吉 区 東 長居 町 長居 公園 ) 


1. 船 医 の 昆虫 採集 森 部 一 雄 
1960 年 に 半年 間 , 1967 年 か ら 1972 年 に か け 6 年 間 , 合計 6 年 半 , 外国 航路 の 船 医 と し て , 東南 アジ ア , 中 近東 , ア 
フリ カ , ヨー ロッ パ , 南北 アメ リカ の 55 カ ヵ国 を 訪れ , 各地 で 昆虫 採集 を 行っ た . 
船 医 の 昆虫 採集 の 利点 と 欠点 
1. 旅費 , 滞在 費 無 料 の 給料 付 外国 昆虫 採集 旅行 で ある . 外国 旅行 費用 の 8022 以 上 は 旅費 と 滞在 費 (ホテ ル 食 事 代 ) 
で ある が , 船 医 は これ が 無料 で ある . その 上 , 給料 付 で ある . 
2. ホテ ル 付 の 採集 旅行 
船 医 の 乗船 する 1 万 トン クラ ス の 貨物 船 の ば ぜ ク ター ルー ム は , 机 , ソフ ァ , タダ タンス, ベッ ド , 洗面 台 付 の 使い や す 
い 個 室 で あり , 採集 道具 , 展 規 板 , 標本 箱 を 充分 持ち こめ る . 飛行 機 の よう に 持 込 荷物 の 超過 料金 を と られ る 心配 は 
な い . 日 本 で 持 込 ん だ 荷物 は , 部 屋 ご と 動く わけ で , A 地 か ら B 地 へ 移る と き 荷 造り の 必要 は な い . 日 帰り 採集 な ら 
船 に 帰っ て (風呂 24 時 間 入 浴 可 能 ) へ 入り , 夕食 を すま せ , 冷房 完備 の 自室 で , 採集 品 は 生 展 燃 し , 甲虫 は 展 足し た 
り , 台紙 に 貼付 し , すべ て 完成 標本 と し て 標本 箱 に 入れ て 日 本 へ 持ち 帰る こと が で きる . 飛行 機 に よる 外国 採集 旅行 
者 に は 真似 の で き な い 利点 で ある . 停泊 中 の 船 は た くさ ん ライ ト を つけ る 就 帯 地方 で は , 船 の ライ ト で 夜間 採集 が で 
きる . 
3. 洋上 を 航海 中 の , 陸地 か ら 価 百 を «も は な れ た 船 に , 思わ ぬ 昆 虫 が 飛来 し 採集 で きる . “ 民 虫 の migration” 調 
査 に は 好適 で ある . 
4. 欠点 は 停泊 期間 が 短く , 採集 の た め 奥 地 へ 入る こと が で きず , 沿岸 地帯 に 局 限 さ れる こと で ある . 
世界 各地 の 採集 標本 を カラ ー ス ライ ド に て 供覧 し た . な お , 「 シッ プ ド クタ ー 世 界 採 集 記 」 と 題し て 「 昆 虫 と 自然 」 
Vol.9, No.3 以降 に 連載 中 で ある . 



























































2. 蝶 を 追っ て 一 - ヨ ー ロ ッ パ あちら こち ら ー-- 佐 野 浩 

ョ ー ロ ッ パ は 北緯 72 度 の クー ルカ ァ プ 岬 か ら 36 度 の ジブ ラル タル 海峡 まで , 西経 10 の アァ イル ラン ドニ ポル ト ガ ル か ら 
東経 30O 度 の フィ ン ラ ンド ニル ー マ ニ ア に 至る ユー ラ シ ア 大 陸 の 西端 部 を 占め る . 面積 ほぼ 470km? の 地域 と 定義 され 
る . これ は 日 本 の 面積 の 約 13 倍 に 相当 する が , 棲息 する 蝶 の 総 種類 数 は 約 320 種 で 日 本 の それ の 約 2 倍 で ある . この 
面積 の わり に は 単調 な 蝶 相 は 三 つ の 分 布 区 に 分 けら れる . 第 一 は 中 部 ヨー ロッ パ の 地形 に 代表 され る 人 草原 型 , 第 二 は 
氷河 期 の 生 残り と 替え る スカ ンジ ナビ アニ アル プス 弄 , 第 三 は 北ア フラ リカ ま で 含む 地中海 型 で も や ある そ . れ ぞ れ の 相 に 
独特 な 蝶 が 分 布 し て お り , 全域 に また が る 種 は 多く は な い . これ を 科 別 に ざっ と 分 ける と , アゲ ハチ ュ ョ ッ 科 10 種 (3 
22), シロ チョ ウッ 科 40 種 (122), タテ ハチ ョ ウッ 科 60 種 (172 の , ジャ ノ メ チ ョ ウッ ウ 科 100 種 (3022, シジミ チュッ 科 100 
種 (302) そし て セセリ チュ ョ ウッ 科 40 種 (122) と な る . 日 本 の それ に 比べ て アゲ ハチ ョ ッ 科 が 少な く (日 本 で は 10 
22)、 ジャ ノ メ チ ョ ッ 科 が 多い (日 本 , 102%). と くに ジャ ノ メ チ ョ ウッ ウ 科 の 中 で も ベニ ヒ カ ゲ 属 が 全体 の 502 を 占め , 
草原 性 風土 が 蝶 相 に 大 き な 影 響 を 与え て いる 事 が うか が える . 

筆者 は その よら 5 な ョ ヨー ロッパ の 中 央 部 , 西ドイツ の 南西 部 に 5 年 あま り 漠 在 する 機会 を 得 , 主 に 草原 型 チ ョ ッ 類 を 
観察 し た . 一 般 に 気候 は 日 本 より 寒冷 で あり 大 体 の チ 』 ッ は 年 一 化 生 で ある . 従っ て 日 本 で は 高山 性 , ある い は 北方 
性 と 言わ れる 蝶 が ご く 普 通 に 平地 に 見 られ る (例え ば クモ マツ マキ チョ ウッ). シジミ チョ ッ の 6022 は いわ ゆる Blue 
と 呼ば れる ヒメ シジミ 類 で ある 事 ぁ 興味深い. 反面 , PapizZio 属 は キア ゲハ の 1 種 , 2Ze の Zy72S は 3 種 , 土間 の マダ 
ラチ ュ ッ は 皆無 と いう よう に 南方 型 喋 は 極め て 乏しい . これ ら の ヨーロッパ 上 蝶 相 の 特徴 を スラ イド を 用 いて 日 本 の そ 
れ と 比較 し つつ , あわ せ て 自然 保護 の 現況 を 討論 し た . 


3. シロ チョ ウ 科 の 触角 裸 状 部 の 形態 に つい て 牧 。 林 功 
Evans, W.H. (1943) が 4eromachus の 触角 に nudum を 認め て 以来 , 現在 で は すべ て の 蝶 の 科 に わた っ て , 
nudum の 存在 が 知ら れ て いる . 演者 は この うち Pieridae 各種 の 8 の nudum の 形態 を スラ イド を 使っ て 説明 し た . 
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Nudum は 白水 隆 (1953) に よっ て 触角 先端 裸 飾 と 訳 さ れ た が , 触角 先端 部 の み で な く 基 部 た わた る も の も ある の 
で , 川副 照 人 ・ 若 林 守 和男 (1976) の 裸 状 部 と いう 訳語 の ほう が 適当 で あろ 5 

Pieridae で は 一 般 に 各 節 の 裸 状 部 の な か に 明瞭 な 凹み が 存在 する . これ は Nymphalidae (s. lat.) に 存在 する 
洪 sulci と 相同 器 礼 だ と 思わ れる が , 必ず し も ゃ 溢 と な る も の で は な い の で , 陥 凹 部 と 呼称 し た い . この 陥 凹 部 は 一 
般 に 剛毛 が 生え を て いる が , 必ず し も そう で な いも の を も ある. 

陥 思 部 の 形態 は Pierinae の 種 で は 控 円 形 で , Coliadinae の 種 で は 円 形 に 近い 形状 と な り , 一 般 に 先端 か ら 基 部 
に わた っ て み ら れ , 先端 の 10 節 内 外 は 種 に よっ て 特徴 的 な 特 化 を 示す . これ ら の な か で , 非常 に 特 化し て いる の は Lep- 
tosta の 触角 で , 後述 の Dismorphiinae の も の に 相似 する . この 限り に お いて , ん ezoszg は Pierinae の な か で 
は , か け 離 れ た 存在 で ある . また 時 Euchloini の 一 群 の も の は 亜 科 と され る こと も ある が , 触角 裸 状 部 の 形態 で 
みる 限り , 亜 科 を た て る ほど の 特 化 は 認め られ な い . 

Dismorphiinae は 裸 状 部 が 先端 数 節 た 限ら れ , 陥 凹 部 は それ ぞ れ の 分 の 先端 に 形成 され る と いう 特徴 が ある . だ 
が , この 亜 科 の 陥 凹 部 の 形態 は Gandaca の それ か ら 誘 導 が 可能 で , 遠い 祖先 群 で の 近 縁 を し の ば せる 。. 

また , 陥 凹部 列 は 暴 期 に その 表面 に 形成 され , 羽化 し て の ち は 和 触角 の 内 側面 に 存在 する ぁ も ので, この 点 に お いて 先 
人 達 と 見 解 を 異 に する . 

4. モン シロ チョ ウ の 成長 に お よ ぼ す 光 と 温度 の 影響 矢 野 幸 夫 

光 と 温度 の 条件 を 種々 に 組み 合わ せ , モン シロ チョ ウッ を 飼育 し て 成長 を 比較 し た . 第 1 ・2 回 の 実験 の 結果 は 既に 
発表 (1974) し た の で , ここ で は 主として 第 3 回 の 実験 ※ に つい て 報告 する . また , 遇 の 色 , お よび 成虫 の 斑紋 , 色 
彩 に つい て も 検討 し た の で , あわ せ て の べた い 、. 

千葉 市 産 の 成虫 に 産卵 させ , 北 化 し た 幼虫 を 材料 と し た . 温度 条件 は 高温 (25 で) と 低温 (19C), 日 長 条件 は 2 L 
(22D), 10L (14D), お よび 24L (連続 照明 )** と し た . 踊 化 後 も 引き 続き 同じ 条件 の も と に お いた . 幼虫 の 飼育 
は 個体 別に 行っ た . 

幼虫 期 の 日 数 は , 高温 区 で 11 一 12 日 , 低温 区 で 21~25 日 と な り , 日 長 に よる 差 は 概して 少な い . 低温 の 場合 , 10L 
区 は や や 長期 を 要 し た . 低温 2 し L 区 で は ば ら つ き が 大 きい , 

上 由 期 は , 高温 区 で 6 一 8 日 , 低温 2 区 お よび 24L 区 で 13 一 14 日 で あっ た . 低温 10L 区 は 休眠 し た . 

幼虫 ・ 役 の 体重 は , 高温 区 で 小さ く , 低温 区 で 大 きい . 低温 区 の 中 で は 10L 区 が や や 大 きか っ た . 

帳 の 色 は , 上 記 の 実験 区 , お よび 8L 区 ( 恒 夜 変 温 を 含む ), 日 長 変更 区 に よっ て 調べ た と ころ , 低温 と 短 日 が 低 
を 褐色 化し , 高温 と 長 日 が 緑色 化す る . 極端 な 短 日 ・ 長 日 を 与え る と 日 長 の 影響 が 強く な る . 休眠 遇 は 褐色 化す る . 

成虫 は , 休眠 帳 (低温 10 し ) か ら 羽 化し た も の は 郊 表 の 黒 紋 が 夏 型 的 , 他 の 特徴 が 春 型 的 と な る . 非 休 過 上 端 か ら 羽 
化し た も の は 概して 夏 型 的 で ある が , 詳細 に みる と 日 長 の 影響 が み ら れ る . 

* 昭和 50 年 度 文部 省 科 学研 究 費 補助 金 に よる . 

** 低温 24 し の 資料 は 大 木 弘 之 氏 の 厚意 に よる と ころ が 大 きい . 
5. Pieris 属 の 種 の 問題 に 関す る 基礎 的 研究 三枝 豊平 ・ 中 西 明 徳 ・ 島 洪 ・ 矢 田 倍 ・ 鈴 木 芳 人 

日 本 産 Pzeris 属 の 種 に 関す る 基礎 的 研究 の 第 一 報 と し て , 各 ス ティ イジ 別 の 種 間 , 亜 種 閥 の 形態 的 識別 点 , 配偶 行 
動 の 比較 , 光 周 性 の 比較 , 47g2zs と oz め ヵ g の 食 草 と し て の 適性 , 種 間 雑種 な どの 問題 を 扱っ た . 各 項 目 別 の 主 
要 な 点 は 次 の 通り で ある . 

形態 的 識別 点 : P. melete と アア . napi nesis の 卵 は 淡 青 白色 一 乳白 色 で ある が , ア . napi japonicag で は 淡 黄 色 
て 黄色 . PP. melete と japonica の 終 答 幼 昌 に つい て は , 前 者 の 腹部 気 門 後 下方 の 1 小黒 刺 毛 が , これ と 気 門 の 間 の 
無色 長 刺 毛 に くら べ て 著しく 細く 短い が , japonica で は 長 さ , 太 さ と る も 無色 刺 毛 た に 匹敵 する , P.melete と napi の 
春 型 成虫 に つい て は , 後 将 裏 面 基部 の 肩 小 脈 (humeral vein) が z2 ヵ の? で は 第 8 脈 の 黒 条 に 埋没 し て 識別 し が た い 
が , mmelete で は 判然 と 第 8 脈 か ら 分 枝 し て 黒く 識別 で きろ る . 

配偶 行動 : いずれ の 種 も その 基本 的 行動 様式 は rapae に 類似 し て いる が , napi, japbonica は 静止 ? が 接近 る に 対し 
て や や 腹 上 げ を 行 うた め 交 尾 成立 まで に 時 間 を 要 し , ze7e7e と canidig は 静止 @ が 腹 上 げ を 行う と 8 は 通常 , 前 者 は 
? の 斜 上 方 で 滞空 飛翔 (hovering) を , 後者 は 小 き ざ み に 玩 を ふる わせ て 行き つも どり つ ゞ に 接触 する caressing を 行 5. 

光 周 性 の 比較 : 略 . 

食 草 の 好適 性 : イ ヌス ガラ シ は スズ シロ ソウ に くら べ て , rapae, melete, japonicad (こと っ て より 好適 で , 生長 
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